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Ⅰ．咬合採得とは「中心咬合位」の採得

　下顎安静位利用法1），顔面計測2,3），発音利用法4–7），
および嚥下法8）などを併用して咬合高径を決定した
後，ゴシックアーチ描記法を応用して採得した咬合記
録を基に，作業用模型および咬合床を用いて，患者の

「中心咬合位」を咬合器上に再現し，模擬の顎口腔シ
ステムを完成させる．すなわち，著者は，咬合採得（顎
間関係記録）とは Bite Taking ではなく，「中心咬合
位」を採得すること “Centric Occlusion Taking” で
あると考えている．歯科補綴学専門用語集（第 4 版）
では，無歯顎者における「中心咬合位」を明確には定
義づけていない．しかし，下顎安静位利用法の解説
文9）は，「下顎安静位を利用して咬合高径を決定する
咬合採得法．上下顎の皮膚上に設定した標点間の距離
を計測し，下顎安静時のものから平均的な安静空隙量

（2 ～ 3 mm）を減じた値となる顎位を中心咬合位と
するもの．」となっており，無歯顎者において咬合採
得すべき下顎位は中心咬合位である，と解釈できる記

述となっている．科学的根拠に基づくものではなく，
概念的な解釈，定義づけにはなるが，あくまでも「中
心咬合位」は患者固有のものであり，生理学的に適正
な下顎位であると考えている．そして，「中心咬合位」
は生涯を通じて不変な下顎位ではなく，加齢や歯の喪
失に伴い変化するものであり，機能的咬合系に病的な
変化を生じた場合には，「中心咬合位」を捉えること
はさらに困難になることも理解しておく必要がある．

Ⅱ．咬合採得における術式の要点

1．垂直的顎間関係の記録
　咬合支持を喪失した症例における咬合採得（顎間関
係記録）は，補綴歯科治療の成否を左右する重要な臨
床術式の一つである．従来より，垂直的顎間関係記
録10）に関しては下顎安静位，発音位（［s］，［sh］，［m］），
嚥下位などの基準となる下顎位（以下，“基準下顎位”）
や顔面計測などが応用されてきた．公益社団法人日本
補綴歯科学会が作成した「有床義歯補綴診療のガイド
ライン（2009 改訂版）」11）によると，垂直的顎間関係
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記録においては下顎安静位を基準下顎位とする下顎安
静位利用法が推奨の強さ Grade B（行うよう勧めら
れる）で有効と評価されているが，安静空隙も個人差
が大きく，下顎安静位利用法とともに複数の方法を併
用することが臨床的には推奨されている．すなわち，
いずれの方法においても基準下顎位としての安定性が
高いとはいえず，唯一的，確定的な方法が存在しない
ことも事実である．これらのことから，垂直的顎間関
係，いわゆる咬合高径に関しては，下顎安静位利用法，
顔面計測および他の方法（嚥下法，発音利用法など）
を併用して決定するべきである．一方，谷12）は，「総
義歯の垂直顎間距離の 1 mm 以内の増減は，咀嚼機
能上，生体の許容し得る範囲であると考えた」と報告
しており，咬合高径に関しては生体側に許容範囲が存
在する可能性が示唆されている．このことは，術者に
とって咬合採得のエラーを回避する点で有利とも考え
られるが，患者側にとっては低位咬合への誘因となる
可能性が高い．術者には，より慎重かつ的確な対応が
求められることは明らかである．
　なお，本学歯科補綴学分野13–20）では，全部床義歯
装着者における「n」持続発音時の下顎位（以下，「n」

持続発音位）が「中心咬合位」に極めて近接するとと
もに，下顎安静位と比較してばらつきが少なく，咬合
高径決定における基準下顎位として有用であることを
示した．「n」持続発音位を応用する方法は，発音利
用法の 1 つとなりうることを提唱したい．

2．水平的顎間関係の記録
　水平的顎間関係記録に関しては，従来より頭部後傾
法，筋触診法，Walkhoff 小球利用法，ゴシックアー
チ描記法などが応用されてきた．「有床義歯補綴診療
のガイドライン（2009 改訂版）」によると，ゴシッ
クアーチ描記法が推奨の強さ Grade B（行うよう勧
められる）で有効と評価されているが，その手技の煩
雑さ故に日常の臨床術式として実践されているとは言
い難い．しかし，咬合治療における最重要ポイントが，
この水平的顎間関係記録にあることはいうまでもな
く，特に咬合支持を喪失した症例では，ゴシックアー
チ描記法の応用は不可欠である．
　ただし，無歯顎症例とは異なり，咬合支持を喪失し
た部分歯列欠損症例でゴシックアーチ描記法を応用す
る場合には，ゴシックアーチトレーサーのセッティン

図 1 咬合支持を喪失した部分歯列欠損症例（上下顎作
業用模型）

図 2 ゴシックアーチトレーサーのセッティング
全残存歯の咬合面全体を基礎床で被覆した後に，
即時重合レジンを用いて，上顎に描記針，下顎に
描記板を基礎床と連結固定する．
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グにおいて特別な処理が必要となってくる．すなわち，
全残存歯の咬合面全体を基礎床で被覆した後に，即時
重合レジンを用いて，上顎に描記針，下顎に描記板を
基礎床と連結固定することにより，咬合採得時におけ
る咬合床の安定化を図ることが重要，かつ不可欠であ
る．これらの処理により，チェックバイト採得時にお
ける咬合圧は上下いずれの咬合床にも 1 点で負荷さ
れる形になり，基礎床が支台歯と緊密に接触，適合し
ていることにより，顎堤粘膜の被圧変位性による咬合
床の移動や変位が可及的に抑制されるとともに，咀嚼
圧が負荷された際の義歯の挙動に近似した状態での
チェックバイト記録が可能となる（図 1, 2, 3）．しか
し，全残存歯の咬合面全体を基礎床で被覆しなかった
場合は，チェックバイト採得時に負荷される咬合圧に
より，基礎床は残存歯から離開するとともに，基礎床
粘膜面と顎堤粘膜とは不適合となり，的確な咬合記録
の採得は不可能な状態となる．
　咬合採得時における上下顎咬合床の口腔内での適合
状態は作業用模型上における適合状態と可及的に同一
であることが大前提であり，特に咬合支持を喪失した
部分歯列欠損症例における咬合採得では，全残存歯の
咬合面全体を基礎床で被覆すること，そしてゴシック
アーチ描記装置を応用した咬合記録の採得が必須とな
る．
　ただし，口腔内（支台歯と顎堤粘膜）における被圧
変位性と作業用模型の被圧変位性は当然のごとく異
なっている．したがって，前述したような特殊な処理
をして採得したチェックバイト記録を，上下顎作業用
模型間に介在させて下顎作業用模型を咬合器に再装着
したとしても，咬合器上に再現された，模擬の顎口腔

システムに，チェックバイト記録に包含されている咬
合圧による咬合床の変位（咀嚼圧が負荷された際の上
下顎義歯の挙動と同様な変位）は再現されない．これ
が，完成した上下顎義歯を口腔内へ装着した後に最終
的な咬合調整を行わなければならない，理由の一つで
もある．

Ⅲ．「中心咬合位」と「パーシャルデンチャーに
	 よる咬頭嵌合位」との一致

　「中心咬合位」が咬合器上に再現された，模擬の顎
口腔システムを完成させても，その「中心咬合位」と

「パーシャルデンチャーによる咬頭嵌合位」とが一致
しなければ，咀嚼は可能とはならない．健常有歯顎者
では天然歯による咬頭嵌合位と中心咬合位，そして咀
嚼終末位の 3 者が一致している．しかし，咬合支持
を喪失した症例では，採得した「中心咬合位」と，パー
シャルデンチャーにより付与される「咬頭嵌合位」と
を一致させることにより，咀嚼終末位と「パーシャル
デンチャーによる咬頭嵌合位」が 1 点に収束し，咀
嚼が可能となる．すなわち，「中心咬合位」と「パーシャ
ルデンチャーによる咬頭嵌合位」とを一致させるべく
補綴装置を設計することが，パーシャルデンチャーを
成功に導く上で，重要な点となる．

1．パーシャルデンチャーによる咬頭嵌合位の付与
方法

　咬合支持を喪失した症例では，「上顎の人工歯」対
「下顎の天然歯（もしくは歯冠補綴装置）」，「上顎の天
然歯（もしくは歯冠補綴装置）」対「下顎の人工歯」，

「人工歯」対「人工歯」そして「人工歯」対「支台装置」

図 3 ゴシックアーチトレーサーのセッティング
図 2 に示す処理により，チェックバイト採得時に
おける咬合圧は上下いずれの咬合床にも 1 点で負
荷される形となる．

図 4 パーシャルデンチャーによる咬頭嵌合位の付与方法
「上顎の人工歯」対「下顎の天然歯」，「上顎の天然歯」
対「下顎の人工歯」，という対合関係においては，上顎
の舌側咬頭が下顎の窩に嵌合するように人工歯排列す
ることが重要である．その結果，下顎は咀嚼時に咬頭
嵌合位へと誘導される形となる．

天然歯

天然歯人工歯

人工歯
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といった対合関係が生じる．いずれの対合関係におい
ても，咬頭と窩を嵌合させ，上下顎が咬合接触した際
は，常に下顎が咬頭嵌合位へと誘導され，咀嚼終末位
へと向かうような設計や人工歯排列をパーシャルデン
チャーに施すことが肝要である（図 4）．

2．人工歯排列位置の乱れへの対応
	 －二重排列法の応用

　常に下顎が咬頭嵌合位へと誘導されるような人工歯
排列をパーシャルデンチャーに施した場合，人工歯排
列位置の乱れによる審美障害が多々生じる．特に，「上
顎の人工歯」対「下顎の天然歯」の場合において，「下
顎の天然歯」の窩に対して上顎人工歯の舌側咬頭を嵌
合させることにより，上顎小臼歯部人工歯の排列位置
が舌側に偏位したり，天然歯と人工歯の幅径の相違か
ら人工歯間の間隙による審美的な問題が生じやすい．
このようなケースでは，同一形態，同一寸法の人工歯
の頰側面部分のみを残して，シェル状の形態となるよ
うに削合，調整した人工歯を，排列位置が乱れた上顎
小臼歯部人工歯の頰側に排列する，いわゆる二重排列
法を適用する（図 5）21）．これにより，正面観におけ
る審美的問題が解消される（図 6）21）とともに，採得
した「中心咬合位」と，パーシャルデンチャーにより
付与される「咬頭嵌合位」とを一致させる人工歯排列
の，いずれもが成立することになる．

3．コンプリートデンチャーと同様な咬合接触状態
の確保

　支台装置を有するパーシャルデンチャーで，コンプ
リートデンチャーと同様な咬合接触状態を確保するに

は，当然のことながら特別な処置が必要となってくる．
咬合支持を喪失した症例，特にすれ違い咬合では，上
下顎のいずれにおいても，「人工歯」対「天然歯」と
いう咬合接触状態では，咀嚼時に義歯の回転離脱が上
下顎義歯のいずれにも生じ，咀嚼時疼痛の発生ととも
に咀嚼困難な状況となるのは必至である．すなわち，

「人工歯」対「天然歯」という咬合接触状態ではなく，
「人工歯」対「支台装置」という咬合接触状態を付与
するとともに，パーシャルデンチャーであってもコン
プリートデンチャーと同様な咬合接触状態を確保する
ことが重要である．
　テレスコープ冠を支台装置として選択した場合に
は，コンプリートデンチャーと同様な咬合接触状態を
確保することは容易である．ただ，レジン床義歯にお
いては，キャストクラスプに特殊な形状を付与する必
要がある．図 7, 8, 9 に，レジン床義歯による補綴歯
科治療の 1 例を示す．支台歯上にアンレータイプの
咬合面レストを付与している．通常の咬合面レストで
は，欠損部の人工歯咬合面に咀嚼圧が負荷されれば，
同部義歯床の回転沈下とともに支台装置部の回転離脱
が生じることは極めて明白である．咬合支持を喪失し
た症例，特にすれ違い咬合においては，支台装置部に
も対合歯との咬合接触を付与するとともに，部分床義
歯といえども全部床義歯と同様，中心咬合位における
左右前後での均等な咬合接触を付与することが不可欠
である．なお，義歯床部の機械的強度を確保する観点
から，レジンアップの設計となっている．したがって，
支台歯周囲の清掃性という点においては，不利になる
ことから，徹底した術後管理が肝要となってくる．

図 5 二重排列法を応用した上顎全部床義歯（蝋義歯）
図 4 に示した人工歯排列により生じる審美的問題
を解消すべく，上顎左右小臼歯と同一の形態および
寸法の人工歯をシェル状の形態となるように削合，
調整し，同人工歯の頰側に，重なるように排列し
た．（山本ら 21）より引用）

図 6 二重排列法を応用した全部床義歯の装着（正面観）
（山本ら 21）より引用）
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Ⅳ．まとめ

　咬合支持を喪失した部分歯列欠損症例における補綴
歯科治療，特にパーシャルデンチャーを応用する際の
要点について解説した．中心咬合位を的確に採得する
ことが大前提であるとともに，採得した中心咬合位と
パーシャルデンチャーによる咬頭嵌合位を一致させる
ことが補綴歯科治療を成功に導く上で極めて重要であ
ることを結びの言葉としたい．本拙稿が先生方の日常
臨床の一助になれば幸いである．
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